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そうな長沢夫妻
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運ばれる長沢久吉さん

年
、
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マ
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コ
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に
取
り
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げ
ら
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後
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の
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月
十
五
日
に
は
町
内
あ
ち
こ

部
落
で
歳
の
神
が
作
ら
れ
、

や
無
病
息
災
・
家
業
繁
昌
を

な
が
ら
燃
や
さ
れ
て
お
り
ま

、
今
年
は
三
年
続
き
の
少
雪

止
し
た
り
、
会
場
を
移
動
し

落
も
二
∴
二
あ
っ
た
よ
う
で

も
・
レ
定
通
り
行
わ
れ
、
人
勢
の
観

光
客
や
ア
マ
チ
む
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
少
索
，
で
最
も
心
配
さ
れ
た
の
が

婿
投
げ
。
何
し
ろ
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げ
ら
れ
る
所

が
薬
師
堂
前
の
．
右
段
で
す
の
．
で
、

や
量
が
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と
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変
急
な
坂
で
固

く
し
な
い
と
地
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配
も
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り
、
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げ
ら
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は
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変
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無
骸
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。
久
占
さ
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、
本
当
に
ご
苫
労
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ま
で
し
た
。
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監は雌鍮●
　　圏肖躍幽お早めに

所得税の

く正し
　
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五

日
で
す
が
、
早
め
に
済
ま
せ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
〉

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

　
動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
、

　
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、

　
昭
和
六
十
三
年
中
の
所
得
金
額

　
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
・

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
と
き
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の

年
収
が
一
五
〇
〇
万
円
を
超
え

　
る
場
合
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
二
〇
万
円
を
超
え
る
場
合
な

ど
。

〈
白
色
中
告
者
も
収
支
内
訳
書
を
〉

　
事
業
所
得
等
（
事
業
所
得
・
不

動
産
所
得
・
山
林
所
得
）
を
生
ず
べ

き
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
青

色
申
告
書
を
提
出
す
る
人
を
除

く
）
は
、
昭
和
六
十
三
年
分
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
に
、

総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容

を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
総
収
入
金
額
報
告
書
の
從
出
を
〉

　
事
業
所
得
等
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
っ
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
年

の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
の

合
計
額
が
三
〇
〇
〇
万
円
を
超
え

る
と
き
（
そ
の
年
分
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
場
合
は
除
き

ま
す
。
）
は
、
そ
の
収
入
金
額
の
合

計
額
な
ど
を
記
載
し
た
総
収
入
金

額
の
報
告
書
を
税
務
署
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納税相談の

お知らせ
～28日2月20日

▽
日
時

　
二
月
二
十
日
（
月
）
か
ら

　
二
月
二
十
八
日
（
火
）
ま
で

　
（
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
）

▽
場
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
ま
た
は
役
場
か
ら
案
内
通
知
で

　
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
相
談
は
、
確
定
申
告
者
だ
け
で

す
。

　
　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相
談
と

　
受
理
は
三
月
二
日
か
ら
三
月
十
四
日
ま

　
で
の
間
に
、
各
地
区
等
で
行
い
ま
す
。

〈
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

　
　
還
付
さ
れ
る
場
合
V

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
高
額
な
医

療
費
を
支
払
っ
た
り
、
新
た
に
住

宅
を
取
得
し
た
場
合
な
ど
に
は
、

確
定
・
甲
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
い
事
を
知
り
た
い
方
は
最

寄
り
の
税
務
署
か
、
役
場
税
務
係

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

▽
縦
覧
の
趣
旨

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
定

資
産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
重
要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
納
税
者
に
見
て
も
ら
う
事
に
よ

っ
て
、
登
録
事
項
の
正
確
性
を
検

証
す
る
制
度
で
す
。

▽
縦
覧
の
期
問

　
縦
覧
期
問
は
三
月
一
日
（
水
）
か

ら
二
卜
日
（
月
）
と
し
、
役
場
総
務

課
で
行
い
ま
す
。

▽
課
税
標
準
額
等
の
確
定

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が

行
わ
れ
、
か
つ
審
査
申
出
期
間
（
三

月
一
H
～
三
月
三
十
日
）
内
に
、

納
税
者
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
p
．
耳
に
対
す
る
審
査
の
申
し
出

が
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
、
課

税
標
準
額
な
ど
が
確
定
し
ま
す
。

三
年
連
続
少
雪
の
中
で
の
“
豪
雪
塾
”

、
　
　
　
も
　
　
　
、
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

・
　
、
　
　
2
“
、

　
　
む
　
ゴ
幽
鄭
窟
鉱

・
　
　
ら
　
》
噸
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

⑤まつのやま

　
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
雪
国
の
冬
を

少
し
で
も
明
る
く
利
用
し
、
地
域

の
活
性
化
に
も
役
立
て
よ
う
と
浦

田
の
有
志
が
集
ま
っ
て
始
め
た
“
豪

雪
塾
”
。

　
今
年
も
一
月
十
四
H
か
ら
f
六

日
に
か
け
て
、
第
三
回
、
越
後
松

之
山
“
豪
雪
塾
”
が
に
ぎ
や
か
に

開
催
さ
れ
、
関
東
方
面
を
中
心
に

二
一
〇
名
の
方
た
ち
が
松
之
山
の

冬
を
楽
し
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
過
去
二
回
も
そ
う
だ
っ

　
　
　
　
「
？
暴

　
　
　
　
聾
転

．
　
蜘亀

・
㌢

た
の
で
す
が
、
今
回
特
に
露
が
少

な
く
参
加
者
の
中
に
は
ち
ょ
っ
と

ガ
ッ
カ
リ
し
た
方
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
、
都
会
で
は
味

わ
え
な
い
雪
の
感
触
に
大
喜
び
し

た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
の
．
』
分
の
一
は
豪
索
－
塾
．
シ

リ
ー
ズ
の
経
験
者
の
皆
さ
ん
で
、

浦
田
の
良
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
．
再
び

参
加
し
た
と
い
う
、
あ
り
が
た
い

方
た
ち
で
し
た
。

　
豪
雪
塾
参
加
者
の
大
半
の
方
は

8

触
　鱗無

窟瞬

民泊先の部落で行われた“歳の神。

行事に参加する塾生の皆さん

卜
五
日
に
浦
田
に
到
着
し
た
の
で

す
が
、
新
し
い
企
画
の
。
ゆ
っ
た

り
コ
ー
ス
”
の
方
た
ち
は
ト
四
口

に
浦
田
に
人
り
、
民
家
に
泊
り
な

が
ら
歳
の
神
作
り
に
参
加
す
る
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
を
一
H
長
く
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．

　
卜
五
H
の
午
後
浦
田
に
着
い
た

一
行
は
、
．
．
、
O
軒
ほ
ど
の
民
泊
先

へ
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
、
そ
の
部
落
の

歳
の
神
に
参
加
し
た
り
、
夜
は
民

泊
先
の
農
家
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

い
で
翌
H
に
備
え
た
よ
う
で
す
。

　
卜
六
H
は
索
晴
ら
し
く
快
晴
で

遊
ぶ
に
は
最
高
の
H
と
な
り
、
学

校
に
集
合
し
た
皆
さ
ん
は
「
野
兎

狩
り
コ
ー
ス
入
昨
年
大
好
評
）

と
「
ス
ノ
ー
ス
ベ
リ
台
コ
ー
ス
」

に
分
れ
、
午
前
中
過
し
ま
し
た
。

　
野
兎
狩
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
黒
倉
の
城
山
に
向
い
、
地
．
兀
の

ハ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
野
兎
の
追
い

川
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
か
ん
じ

き
を
初
め
て
履
く
人
が
人
半
で
、

そ
の
L
、
道
の
な
い
山
を
登
る
の

に
悪
戦
苫
闘
、
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
よ
う
や
く
、
．
一
ワ
の
野
兎
を
捕

え
る
事
が
出
痕
ま
し
た
。
良
か
っ

た
で
す
ね
．

　
最
後
に
小
学
校
体
育
館
で
昼
食

を
兼
ね
た
．
屯
箱
バ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
、
地
酒
・
山
菜
料
理
な
ど
に
舌

碧・

　　　耀

勘

鼓
を
う
ち
な
が
ら
松
之
山
を
後
に

し
ま
し
た
，

　
豪
雪
塾
を
始
め
て
か
ら
皮
肉
に

も
一
．
一
年
連
続
の
少
甥
。
　
「
こ
れ
か

ら
ず
っ
と
続
け
て
や
っ
て
も
ら
わ

ん
け
り
ゃ
」
と
誰
か
さ
ん
が
言
っ

た
と
か
、
．
．
．
．
H
わ
な
い
と
か
？

　
と
に
か
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

｝　　
㌻

・
璽
．
～
睡

　
　
　
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

手に手にかんじきを持ちながら野兎狩りに挑戦
「かんじきってどうして履くの～？」
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か
に

開
催
さ
れ
、
関
東
方
面
を
中
心
に

二
一
〇
名
の
方
た
ち
が
松
之
山
の

冬
を
楽
し
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
過
去
二
回
も
そ
う
だ
っ

　
　
　
　
「
？
暴

　
　
　
　
聾
転

．
　
蜘亀

・
㌢

た
の
で
す
が
、
今
回
特
に
露
が
少

な
く
参
加
者
の
中
に
は
ち
ょ
っ
と

ガ
ッ
カ
リ
し
た
方
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
、
都
会
で
は
味

わ
え
な
い
雪
の
感
触
に
大
喜
び
し

た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
の
．
』
分
の
一
は
豪
索
－
塾
．
シ

リ
ー
ズ
の
経
験
者
の
皆
さ
ん
で
、

浦
田
の
良
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
．
再
び

参
加
し
た
と
い
う
、
あ
り
が
た
い

方
た
ち
で
し
た
。

　
豪
雪
塾
参
加
者
の
大
半
の
方
は

8

触
　鱗無

窟瞬

民泊先の部落で行われた“歳の神。

行事に参加する塾生の皆さん

卜
五
日
に
浦
田
に
到
着
し
た
の
で

す
が
、
新
し
い
企
画
の
。
ゆ
っ
た

り
コ
ー
ス
”
の
方
た
ち
は
ト
四
口

に
浦
田
に
人
り
、
民
家
に
泊
り
な

が
ら
歳
の
神
作
り
に
参
加
す
る
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
を
一
H
長
く
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．

　
卜
五
H
の
午
後
浦
田
に
着
い
た

一
行
は
、
．
．
、
O
軒
ほ
ど
の
民
泊
先

へ
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
、
そ
の
部
落
の

歳
の
神
に
参
加
し
た
り
、
夜
は
民

泊
先
の
農
家
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

い
で
翌
H
に
備
え
た
よ
う
で
す
。

　
卜
六
H
は
索
晴
ら
し
く
快
晴
で

遊
ぶ
に
は
最
高
の
H
と
な
り
、
学

校
に
集
合
し
た
皆
さ
ん
は
「
野
兎

狩
り
コ
ー
ス
入
昨
年
大
好
評
）

と
「
ス
ノ
ー
ス
ベ
リ
台
コ
ー
ス
」

に
分
れ
、
午
前
中
過
し
ま
し
た
。

　
野
兎
狩
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
黒
倉
の
城
山
に
向
い
、
地
．
兀
の

ハ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
野
兎
の
追
い

川
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
か
ん
じ

き
を
初
め
て
履
く
人
が
人
半
で
、

そ
の
L
、
道
の
な
い
山
を
登
る
の

に
悪
戦
苫
闘
、
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
よ
う
や
く
、
．
一
ワ
の
野
兎
を
捕

え
る
事
が
出
痕
ま
し
た
。
良
か
っ

た
で
す
ね
．

　
最
後
に
小
学
校
体
育
館
で
昼
食

を
兼
ね
た
．
屯
箱
バ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
、
地
酒
・
山
菜
料
理
な
ど
に
舌

碧・

　　　耀

勘

鼓
を
う
ち
な
が
ら
松
之
山
を
後
に

し
ま
し
た
，

　
豪
雪
塾
を
始
め
て
か
ら
皮
肉
に

も
一
．
一
年
連
続
の
少
甥
。
　
「
こ
れ
か

ら
ず
っ
と
続
け
て
や
っ
て
も
ら
わ

ん
け
り
ゃ
」
と
誰
か
さ
ん
が
言
っ

た
と
か
、
．
．
．
．
H
わ
な
い
と
か
？

　
と
に
か
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

｝　　
㌻

・
璽
．
～
睡

　
　
　
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

手に手にかんじきを持ちながら野兎狩りに挑戦
「かんじきってどうして履くの～？」
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各種大会で大活躍

全
国
大
会
で
も
ガ
ン
バ

　
今
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只

中
と
い
っ
た
所
で
す
が
、
今
年
は

ど
う
し
た
訳
か
異
常
な
ほ
ど
の
少

雪
で
、
い
ま
ひ
と
つ
盛
り
L
が
ら

な
い
よ
う
で
す
。

　
♪
建
さ
れ
て
い
た
県
内
の
各
種

大
会
も
、
延
期
す
る
や
ら
会
場
を

変
．
更
す
る
や
ら
、
人
変
な
苫
労
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
少
雪
で
思
う
存
分
練

習
出
来
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

松
之
山
の
ス
キ
ー
選
f
の
皆
さ
ん

は
、
県
内
の
各
大
会
で
大
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
開
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
へ
L

国
大
会
に
出
場
出
来
る
選
r
も
生

ま
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
県
大
会
成
績

◎
県
高
校
総
体
ス
キ
ー
人
会

　
　
（
　
月
十
八
H
～
二
卜
一
H
）

ア
ル
ペ
ン
の
部

○
男
．
†
囲
転
　
．
九
位
　
小
野
塚

　
　
和
生
君
（
安
高
松
之
山
）
中

　
，
坪
・
親
家

距
離
の
部

O
男
子
リ
レ
ー
　
　
一
位
　
村
山

　
　
敦
史
君
（
十
H
町
高
）
湯
本
・

レ
ー
●

就
学
援
助
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な

理
山
で
義
務
教
育
費
等
に
お
利
り

の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
援
助

を
実
施
し
て
い
よ
す
。

　
こ
の
就
描
．
r
援
助
は
、
教
育
委
員

会
が
生
活
困
窮
者
と
し
て
認
｛
疋
し

た
保
護
者
に
対
し
て
、
義
務
教
育

の
一
部
を
援
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

援
助
す
る
費
H
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
就
賜
．
r
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は

教
育
委
員
会
・
民
生
委
員
、
又
は

在
以
．
r
の
以
．
r
校
．
長
に
ご
愉
州
談
く
だ
さ

い
，

▽
援
助
す
る
費
“

O
．
賜
．
r
川
品
（
勘
、
r
川
品
∴
通
学
川
靴
・

　
　
　
　
　
、
雨
が
さ
・
帽
．
r
な
ど
）

o
体
育
実
技
川
目
．
へ
（
ス
キ
ー
板
・

　
　
金
H
．
∵
靴
・
ス
ト
ッ
ク
）

⇔
人
以
．
志
．
r
川
品
（
、

ソ
ン
ド
セ
ル
・

　
　
カ
バ
ン
　
・
服
な
ど
｝
）

⇔
修
以
、
r
旅
行
（
交
通
費
∴
栢
泊
費
・

　
　
見
幽
．
r
料
な
ど
）

o
幽
．
r
校
給
食
（
幽
．
r
校
で
徴
収
す
る

　
　
給
食
費
）

⑨
医
療
費
（
結
膜
炎
・
う
歯
・
中

　
　
耳
炎
な
ど
の
一
部
負
担
金
．
）

▽
認
定
の
手
続
き

　
教
育
委
員
会
に
あ
る
「
就
賜
．
†
援

　
助
碑
、
陀
．
疋
申
請
潜
」
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
中
請
書
受
付
期
問

　
』
月
レ
H
か
ら
二
月
未
日
ま
で

　
の
問
に
受
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
問
終
了
後
に
困

　
窮
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

　
時
点
で
も
受
付
け
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

　
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

’
．
，
e

　　　　　　　ツ
．’　す、，喜労
王衡も』鴇　，ヅ
　ゾ　　　鴫。D、　む
　　　　　　　　、1
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　　　　　　陣
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入
寮

生
募
集

上
越
学
生
寮
（
東
京
）

　
東
京
都
葛
飾
区
金
町
に
あ
る
財

団
法
人
「
上
越
学
生
寮
」
で
は
、

平
成
一
兀
年
度
の
入
寮
生
（
男
子
二

十
名
前
後
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
学
校
へ
の
進
学
を
希
望

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
現
在
在
学

中
の
方
、
応
慕
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

▼
入
寮
資
格

○
本
籍
地
が
上
越
地
方
で
あ
る
こ

　
と
。
出
身
高
等
学
校
の
所
在
地

　
が
上
越
地
方
で
あ
る
こ
と
。

○
新
制
大
学
で
、
こ
の
寮
よ
り
通

　
学
可
能
の
学
校
に
入
学
見
込
み
、

　
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

▼
提
出
書
類

○
入
寮
願
書
　
○
履
歴
書
・
身
ヒ

　
書
（
写
真
一
枚
）

○
健
康
診
断
書
（
医
師
発
行
）

○
返
信
用
封
筒
一
枚
（
宛
名
・
切

手
必
要
）

，
以
上
の
書
類
を
三
月
七
日
ま
で

に
寮
の
方
へ
送
付
す
る
こ
と
。

（
入
寮
願
書
等
の
用
紙
は
直
接
寮

の
方
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
選
考
日
及
び
場
所

〇
三
月
十
三
口
（
月
）
午
後
一
時

・
よ
り
、
県
立
高
田
高
等
学
校
に

　
お
い
て
面
接
を
行
い
ま
す
。

○
手
数
料
　
一
、
O
O
O
円
必
要

　
（
当
H
持
参
）

▼
入
寮
費
　

一
五
、
O
O
O
円

　
毎
月
の
寮
費
　
二
七
、
五
〇
〇

　
円
（
二
食
賄
付
）

▼
寮
の
住
所

一
丁
一
…
一
五

　
束
京
都
葛
飾
．
区
金
町
↓
丁
日
二

　
三
の
十
　
　
「
上
越
学
生
寮
」

　
電
話
〇
三
！
六
〇
〇
ー
六
四
八

　
一

一￥隔1，臼

（

樺太力、らの一日寺帰国者

に対する援助について

　
樺
太
で
終
戦
を
迎
え
、
引
き
続

き
同
地
域
に
居
住
し
て
い
る
日
本

人
の
う
ち
、
終
戦
後
初
め
て
本
邦

に
墓
参
、
親
族
訪
問
等
の
目
的
を

も
っ
て
一
時
帰
国
を
希
望
し
な
が

ら
、
そ
の
帰
国
の
旅
費
を
負
担
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
人
た

ち
に
対
し
、
国
が
往
復
の
旅
費
を

負
担
し
一
時
帰
国
が
出
来
る
と
い

う
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

▼
こ
の
援
護
の
対
象
と
な
る
人

○
終
戦
前
（
昭
和
二
卜
年
九
月
二

　
H
前
を
い
う
。
）
か
ら
引
き
続
き

　
樺
太
に
居
住
し
て
い
る
H
本
人

　
（
終
戦
後
外
国
人
と
結
婚
し
て

　
日
本
国
籍
を
失
っ
た
元
日
本
婦

　
人
を
A
一
む
）
．

o
終
戦
後
初
め
て
内
地
へ
墓
参
・

　
親
族
訪
問
等
希
望
す
る
人
。

〇
一
時
帰
国
す
る
人
が
同
伴
す
る

　
十
八
歳
未
満
の
子
（
未
婚
の
者
）

〇
一
時
帰
国
者
が
介
護
を
必
要
と

　
す
る
場
合
、
そ
の
介
護
者
一
名
。

○
そ
の
他
、
厚
生
省
援
護
局
長
が

　
適
当
と
靭
、
曲
め
た
者
。

※
援
護
の
内
容
及
び
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
の
詳
し
い
事
に
つ
い
て

は
、
役
場
福
祉
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
尚
、
こ
の
援
護
は
昭
和

六
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

謬卿　？
お詣み℃すガ●

一
一
一

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
今

年
度
も
二
月
｝
カ
月
問
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と

し
て
無
料
相
談
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
親
が
な
く
な
り
、
土
地
や
家
屋

な
ど
を
相
続
し
て
も
登
記
は
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。
相
続
登
記
は
い

つ
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
｛
疋
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し

か
し
、
時
間
が
経
過
し
ま
す
と
、

相
続
人
が
続
け
て
死
亡
し
た
り
し

て
相
続
関
係
者
が
増
え
た
り
、
又

書
類
の
取
り
揃
え
や
そ
の
他
で
複

雑
に
な
り
が
ち
で
す
。
面
倒
だ
、

縁
起
で
も
な
い
、
費
用
が
か
か
る

と
放
置
し
な
い
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を

起
さ
な
い
た
め
に
も
相
続
登
記
は

早
め
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

　
二
月
一
H
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
一
カ
月
間
、
最
寄
り
の
司
法
書

士
事
務
所
で
相
続
に
関
し
て
の
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
、
、
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
松
代
出
張
所
管
内

　
植
木
誠
一
事
務
所
（
松
之
山
）
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．
r
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は

教
育
委
員
会
・
民
生
委
員
、
又
は

在
以
．
r
の
以
．
r
校
．
長
に
ご
愉
州
談
く
だ
さ

い
，

▽
援
助
す
る
費
“

O
．
賜
．
r
川
品
（
勘
、
r
川
品
∴
通
学
川
靴
・

　
　
　
　
　
、
雨
が
さ
・
帽
．
r
な
ど
）

o
体
育
実
技
川
目
．
へ
（
ス
キ
ー
板
・

　
　
金
H
．
∵
靴
・
ス
ト
ッ
ク
）

⇔
人
以
．
志
．
r
川
品
（
、

ソ
ン
ド
セ
ル
・

　
　
カ
バ
ン
　
・
服
な
ど
｝
）

⇔
修
以
、
r
旅
行
（
交
通
費
∴
栢
泊
費
・

　
　
見
幽
．
r
料
な
ど
）

o
幽
．
r
校
給
食
（
幽
．
r
校
で
徴
収
す
る

　
　
給
食
費
）

⑨
医
療
費
（
結
膜
炎
・
う
歯
・
中

　
　
耳
炎
な
ど
の
一
部
負
担
金
．
）

▽
認
定
の
手
続
き

　
教
育
委
員
会
に
あ
る
「
就
賜
．
†
援

　
助
碑
、
陀
．
疋
申
請
潜
」
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
中
請
書
受
付
期
問

　
』
月
レ
H
か
ら
二
月
未
日
ま
で

　
の
問
に
受
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
問
終
了
後
に
困

　
窮
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

　
時
点
で
も
受
付
け
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

　
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

’
．
，
e
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入
寮

生
募
集

上
越
学
生
寮
（
東
京
）

　
東
京
都
葛
飾
区
金
町
に
あ
る
財

団
法
人
「
上
越
学
生
寮
」
で
は
、

平
成
一
兀
年
度
の
入
寮
生
（
男
子
二

十
名
前
後
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
学
校
へ
の
進
学
を
希
望

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
現
在
在
学

中
の
方
、
応
慕
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

▼
入
寮
資
格

○
本
籍
地
が
上
越
地
方
で
あ
る
こ

　
と
。
出
身
高
等
学
校
の
所
在
地

　
が
上
越
地
方
で
あ
る
こ
と
。

○
新
制
大
学
で
、
こ
の
寮
よ
り
通

　
学
可
能
の
学
校
に
入
学
見
込
み
、

　
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

▼
提
出
書
類

○
入
寮
願
書
　
○
履
歴
書
・
身
ヒ

　
書
（
写
真
一
枚
）

○
健
康
診
断
書
（
医
師
発
行
）

○
返
信
用
封
筒
一
枚
（
宛
名
・
切

手
必
要
）

，
以
上
の
書
類
を
三
月
七
日
ま
で

に
寮
の
方
へ
送
付
す
る
こ
と
。

（
入
寮
願
書
等
の
用
紙
は
直
接
寮

の
方
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
選
考
日
及
び
場
所

〇
三
月
十
三
口
（
月
）
午
後
一
時

・
よ
り
、
県
立
高
田
高
等
学
校
に

　
お
い
て
面
接
を
行
い
ま
す
。

○
手
数
料
　
一
、
O
O
O
円
必
要

　
（
当
H
持
参
）

▼
入
寮
費
　

一
五
、
O
O
O
円

　
毎
月
の
寮
費
　
二
七
、
五
〇
〇

　
円
（
二
食
賄
付
）

▼
寮
の
住
所

一
丁
一
…
一
五

　
束
京
都
葛
飾
．
区
金
町
↓
丁
日
二

　
三
の
十
　
　
「
上
越
学
生
寮
」

　
電
話
〇
三
！
六
〇
〇
ー
六
四
八

　
一

一￥隔1，臼

（

樺太力、らの一日寺帰国者

に対する援助について

　
樺
太
で
終
戦
を
迎
え
、
引
き
続

き
同
地
域
に
居
住
し
て
い
る
日
本

人
の
う
ち
、
終
戦
後
初
め
て
本
邦

に
墓
参
、
親
族
訪
問
等
の
目
的
を

も
っ
て
一
時
帰
国
を
希
望
し
な
が

ら
、
そ
の
帰
国
の
旅
費
を
負
担
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
人
た

ち
に
対
し
、
国
が
往
復
の
旅
費
を

負
担
し
一
時
帰
国
が
出
来
る
と
い

う
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

▼
こ
の
援
護
の
対
象
と
な
る
人

○
終
戦
前
（
昭
和
二
卜
年
九
月
二

　
H
前
を
い
う
。
）
か
ら
引
き
続
き

　
樺
太
に
居
住
し
て
い
る
H
本
人

　
（
終
戦
後
外
国
人
と
結
婚
し
て

　
日
本
国
籍
を
失
っ
た
元
日
本
婦

　
人
を
A
一
む
）
．

o
終
戦
後
初
め
て
内
地
へ
墓
参
・

　
親
族
訪
問
等
希
望
す
る
人
。

〇
一
時
帰
国
す
る
人
が
同
伴
す
る

　
十
八
歳
未
満
の
子
（
未
婚
の
者
）

〇
一
時
帰
国
者
が
介
護
を
必
要
と

　
す
る
場
合
、
そ
の
介
護
者
一
名
。

○
そ
の
他
、
厚
生
省
援
護
局
長
が

　
適
当
と
靭
、
曲
め
た
者
。

※
援
護
の
内
容
及
び
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
の
詳
し
い
事
に
つ
い
て

は
、
役
場
福
祉
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
尚
、
こ
の
援
護
は
昭
和

六
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

謬卿　？
お詣み℃すガ●

一
一
一

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
今

年
度
も
二
月
｝
カ
月
問
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と

し
て
無
料
相
談
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
親
が
な
く
な
り
、
土
地
や
家
屋

な
ど
を
相
続
し
て
も
登
記
は
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。
相
続
登
記
は
い

つ
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
｛
疋
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し

か
し
、
時
間
が
経
過
し
ま
す
と
、

相
続
人
が
続
け
て
死
亡
し
た
り
し

て
相
続
関
係
者
が
増
え
た
り
、
又

書
類
の
取
り
揃
え
や
そ
の
他
で
複

雑
に
な
り
が
ち
で
す
。
面
倒
だ
、

縁
起
で
も
な
い
、
費
用
が
か
か
る

と
放
置
し
な
い
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を

起
さ
な
い
た
め
に
も
相
続
登
記
は

早
め
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

　
二
月
一
H
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
一
カ
月
間
、
最
寄
り
の
司
法
書

士
事
務
所
で
相
続
に
関
し
て
の
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
、
、
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
松
代
出
張
所
管
内

　
植
木
誠
一
事
務
所
（
松
之
山
）



⑨まつのやま

1月25日～　2月25日
　　　　　　　　　　（1カ月間）

目　的

現在各家庭等で暖房器（ストーブ等）を中心に火

気を取り扱う機会が多いことから火災が予想され、

また多雪期であることから消防車両の走行・水利等

消防事情が格段と低下し、発生する火災については

大火災となりやすいことから、特にこの時期におけ

る火災防止を図るため、実施いたします。

重点目標

1、暖房器具からの火災の防止。

2、積雪による酉己管・煙突等0）損傷防ll二。

3、天、弘ら鍋等からの火災の防止。

※昭和63年の組合消防の火災件数58件。うち松之山

分遣所管内では1件発生しています。

火災原因のベスト5
1、こんろ（天、茎、ら鍋の放置など）2、たばこ

3、電気　4、ストーブ　5、煙突

　このベスト5で火災件数の約46％にあたります。

「その火　その時　すぐ始末！」

　
　
　
　
k
k

ノノ　　ン

－
〆

ゴ
、

グ

グ

〃

b

、

o
r

直
’

F
』大きな気合の入った掛け声が寒さを忘れさせる。

を
と
り
、
甲
速
道
着
に
着
麟
κ
ぐ
．

稽古に．

移
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
素
足
で
雪
の
上
を
ラ
ン

ニ
ン
ワ
。
足
を
貞
つ
亦
に
し
な
が

ら
走
り
終
え
た
子
供
た
ち
は
、
中

に
入
つ
て
気
合
の
入
つ
た
掛
け
声

を
発
っ
し
な
が
ら
型
の
樵
古
を
待
い

寒
、
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　
稽
あ
が
［
段
落
し
た
徳
は
楽
し

み
の
雪
合
戦
。
み
ん
な
．
」
ん
な
に

沢
山
の
雪
を
見
た
の
は
初
め
ぐ
と

あ
っ
て
、
嚇
週
並
顯
を
ビ
シ
ニ
、
ビ
シ
〕

に
し
な
が
ら
雪
を
ぶ
つ
け
合
っ
ぐ

い
ま
し
た
。
夜
は
湯
本
の
某
同
浴

場
で
．
汀
有

流
し
．
d
っ
、
か
り
冷
〆

さ
つ
た
口
体
有
膿
め
‘
宋
ま
し
た

が
．
よ
た
ま
た
臓
し
い
肉
問
稽
肖

が
得
っ
て
い
．
（
、
、
穴
稽
t
口
は
な
か

な
か
終
わ
り
ま
廿
ん
。

　
翌
臼
は
甲
朝
稽
占
の
後
、
地
几

の
方
た
ら
と
皿
緒
に
“
し
チ
つ
き
”

ぞ
伯
い
、
穴
、
稽
窃
の
し
め
、
（
、
㌧
り

を
し
ζ
、
お
昼
過
ぎ
に
松
之
由
亭
出

発
し
ま
し
た

。

　
一
友
会
の
皆
さ
ん
は
大
ゆ
．
⊆
．
」

が
気
に
入
り
、
今
後
も
合
禍
笛
に

利
則
さ
せ
‘
は
し
い
～
、
、
品
し
r

い
ま
し
た

、

99　㌘
ノリ　

　戸、

　』

マ9一鴇
西碑　　》
　ψ　　　ね‘
　　　　　　　￥

やっばり子供　練習より雪合戦の
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▽
冒
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・
黒
文
字
楊
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川
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）
り
Q
串
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蜜
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灘
。
パ

　
　
難
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総
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驚
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製
吾
汐
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・

　
　
先
第
熊
い
▽
…
鎗
薫
召
擁
劉
記
5
、
　
　
　
念
《
，

　
　
多
の
念
筑
輿
暁
初
袋
民
讐
寄
に
　
難
　
v
　
　
一
♪

　
　
蝦
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－
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之
由
亭
出

発
し
ま
し
た

。

　
一
友
会
の
皆
さ
ん
は
大
ゆ
．
⊆
．
」

が
気
に
入
り
、
今
後
も
合
禍
笛
に

利
則
さ
せ
‘
は
し
い
～
、
、
品
し
r

い
ま
し
た

、

99　㌘
ノリ　

　戸、

　』

マ9一鴇
西碑　　》
　ψ　　　ね‘
　　　　　　　￥

やっばり子供　練習より雪合戦の

方がよっぽど楽しそうでした，，

肩ー

●
▽
冒
ノ

・騨》

！

ノ

7オトニュース
　　　　　　　　1月

　
　
　
よ
う
　
じ

・
黒
文
字
楊
枝
を
町
の
特
産
に

　
　
川
φ
黙
墜
は
鰐
饗
）
り
Q
串
か
蜜
り
、
占
　
　
　
　
懸
灘
。
パ

　
　
難
懲
婦
繍
総
繕
刎
驚
覇
　
製
吾
汐
、
・

　
　
先
第
熊
い
▽
…
鎗
薫
召
擁
劉
記
5
、
　
　
　
念
《
，

　
　
多
の
念
筑
輿
暁
初
袋
民
讐
寄
に
　
難
　
v
　
　
一
♪

　
　
蝦
糖
㌶
齊
㌶
－
耀
騒
　
賑
製

　
　
扇
も
／
詠
れ
r
宋
よ
し
た
、
　
　
　
　
後
、
【
の
楊
粒
の
酋
及
に
努
め
㌧
れ

　
　
　
』
』
ー
ー
）
ー
　
　
－
b
～
も
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃
〆

子

－
－
ー
ノ
　
　
“
長
聖
ー
、
ー
、
－
，
－

む
　
　
　
　
　
．
曳
の
日
は
凶
ー
名
は
ど
の
乃
万
　
　
酋
品
’
し
σ
、
繭
品
化
に
漕
ぎ
着

覇
　
爺
宕
告
あ
惚
瓢
繋
い
曳
手
い
霞

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
て

塀
2
東
京
の
子
供
た
ち
が
黒
倉
で
”
空
手
”
の
寒
稽
古

で
校
染
票
の
幽
傷
臼
武
通
7
Z
ノ
，
墨
居
に
招
い
た
の
は
、
旧
黒
倉
分

分
　
　
　
　
　
　
　
、
f
　
　
　
　
　
　
ー
　
ー
ー
ー
℃
）

倉
友
く
沿
の
㍗
）
部
の
い
さ
ん
が
、
校
検
出
σ
台
効
郎
犀
月
ワ
一
み
0

黒

月
h
目
。
八
H
の

・
H
問
・
卿
一
）
～
し
‘
禍
わ
れ
た
も
の
σ
、
　
　

9
萬

調
　
態
の
齢
岩
薯
盆
傑
腎
し
た
舞
胃
蘇
い
冬
　
　
　
　
　
　
ゆ
、
渉
“
・

剖
．
　
屍
　
　
　
　
一
・
君
欝
揺
泊
し
、
讐
館
　
　
　
　
　
㌔
醗
’
，

と
　
　
く
面
、
あ
買
槍
占
に
参
川
し
た
　
δ
稽
－
e
励
窪
し
孟
．

と

範
　
の
は
、
萬
象
．
中
．
寝
d
　
ハ
の
誌
鵠
、
割
帥
　
　
　
　
　
　
、
．
N
諺

騨
姓
脳
㌶
※
㌶
阻
噸
翫
　
隈

「つめたいよ～！」と悲鳴をあげ

ながらハダシでのランニング、、
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を

1
寸
O
寸
ー



ー
ゆ
O
寸
ー

まつのやま⑩

大
相
撲
松
之
山
場
所
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

　
松
之
山
に
お
け
る
冬
の
娯
楽
の

一
つ
に
相
撲
が
あ
り
ま
す
。
相
撲

と
い
っ
て
も
実
際
取
る
訳
で
な
く
、

両
国
の
国
技
館
で
行
わ
れ
る
大
相

撲
か
ら
毎
日
十
番
選
び
、
勝
つ
力

士
を
予
想
す
る
と
い
う
も
の
で
す

が
、
年
々
場
所
も
増
え
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
の
初
場
所
は
天
皇
の
死
去

に
よ
り
一
H
遅
れ
て
一
月
九
日
か

ら
始
ま
り
、
二
十
三
日
に
千
秋
楽

を
迎
え
ま
し
た
。
北
勝
海
が
優
勝

決
定
戦
に
勝
ち
、
久
々
に
賜
杯
を

手
に
し
ま
し
た
が
、
松
之
山
の
各

力
士
の
皆
さ
ん
の
成
績
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
松
之
山
で
は
、
松
之
山
場

所
（
一
π
一
…
人
）
・
松
単
場
所
（
一

三
〇
人
）
・
布
川
場
所
（
八
．
五
人
）

そ
の
他
湯
山
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
毎
U
の
取
り
組
み
は
同

じ
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
（
人
納
会
）
は
、
．
一
卜

三
日
に
松
甲
∵
布
川
で
、
松
之
山

は
二
十
四
H
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
部
屋
の
横
綱
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
．
ざ
い
ま
し
た
。

◎
松
之
山
場
所
（
六
部
屋
）

東
横
綱
　
津
古
丘
山
良
雄

　
　
　
て
さ
み
び
コ
さ
れ

西
〃
　
適
当
山
武
雄

◎
松
里
場
所
（
八
部
屋
）

　
　
　
　
の
　
の
　
や
し

束
横
綱
　
野
の
山
健
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．
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鴇
Y
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峰
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．
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順
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縫
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榊
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婦
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これより三役そろいぶみ～。

東横綱津古毛山良雄の土俵入り
　　　　　　　　（上蝦池の小野塚良雄さん）

西横綱適当山武雄関（水梨中島武雄さん）
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昨
年
第
三
リ
フ
ト
が
出
来
て
初
心
者
も

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

少
雪
で
大
変
と
思
い
ま
す
。
入
込
客
な
ど

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
川
元
ス
キ
ー
ヤ
ー
）

ー
ズ
ン
の
成
果
が
左
右
さ
れ
ま
す

が
、
関
係
者
一
同
、
平
年
並
み
の
．
噌
，

が
降
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
ち
て

い
る
毎
日
で
す
。

　
　
振
興
課
　
商
丁
．
観
光
係

　
　
　
　
、
賢
、
』

　
　
　
　
　
一

目
炎

★
丁
　
言
0

の
窓

⑪まつのやま

　このコーナーでは皆さんかじ）の質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

目
　
　
火
火

去
丁
　
　
雪
口

　
私
は
、
郵
便
局
で
年
金
を
受
け

と
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
支
払

通
知
書
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

ど
う
す
れ
ば
、
年
金
．
が
受
け
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
銀
行
の
よ
う
に
、
郵
使

局
も
目
座
に
振
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答

　
年
金
を
受
け
と
る
方
法
と
し
て

は
、
銀
行
や
郵
便
局
の
口
座
に
振

込
ん
で
も
ら
う
方
法
や
、
郵
便
局

の
窓
口
で
、
支
払
通
知
書
と
引
き

換
え
に
、
現
金
で
受
け
と
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
よ
う
に
、
郵
便
局
の

窓
日
で
現
金
で
受
け
と
る
場
合
は
、

支
払
通
知
書
を
な
く
し
て
し
ま
う

と
、
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
よ
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
支
払
通
知
書
を
な
く

餐
扉

　
τ
㌧

お
答
え
し
ま
す
腫
今
シ
ー
ズ
ン
は

十
一
、
月
に
な
っ
て
も
雲
が
少
な
く
、

ス
キ
i
場
の
運
営
が
心
配
さ
れ
た

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
年
末
年
始

の
期
間
は
雪
に
恵
ま
れ
た
う
え
に
、

道
路
状
況
も
良
く
、
又
第
三
ペ
ア

リ
フ
ト
新
設
の
人
気
も
あ
っ
て
過

去
最
高
の
．
賑
わ
い
に
な
り
、
前
年

比
六
〇
％
増
の
人
込
客
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
月
中
句
に
な
る
と
暖
冬
で
露

が
消
え
て
き
て
、
ス
キ
ー
場
従
業

員
は
連
U
人
力
に
よ
っ
て
懸
命
の

雪
入
れ
作
業
を
続
け
、
又
ダ
ン
プ

の
雪
運
び
の
応
援
を
得
て
ど
う
に

か
ゲ
レ
ン
デ
を
確
保
し
、
お
客
さ

ん
に
対
応
し
ま
し
た
。

　
一
」
一
．
卜
．
L
ー
ε
E
、
　
一
．
L
、

　
『
1

　
ノ
ー
耳
イ
　

』
1

九
〇
〇
人
の
人
込
客
、
前
年
比
八

四
％
増
。
リ
フ
ト
売
卜
．
む
前
年
比

八
O
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
降
雪
状
況
で
今
シ

　
　
　
　
　
　
ゆ

、
釜
〃
、

　
　
　
　
し

　
　
仁
ナ

爽
海
藁

　
　
　
沸
、
、

．
。
，
孟

し
た
場
合
は
、
　
．
支
払
通
知
書
亡

失
（
未
着
）
届
」
と
い
う
届
書
を

提
出
し
て
、
支
払
通
知
書
を
再
発

行
し
て
も
ら
い
、
年
金
を
受
け
と

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
書
は
、
役
場
年
金
係
の

所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
か

ら
年
金
が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る

証
明
を
受
け
、
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
払
逓
知
書
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
支
払
通
知
書
を
汚
し
た
り
、

や
ぶ
い
た
り
し
た
場
合
も
、
同
じ

f
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
に
お
金
が
振
込
ま

れ
る
「
振
替
預
人
」
を
利
川
す
る

場
合
、
郵
便
局
に
あ
る
「
振
替
預

人
請
求
潜
」
に
、
年
金
証
書
と
貯

金
通
帳
を
そ
え
て
、
郵
便
局
で
手

続
き
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
部
屋
の
横
綱
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
．
ざ
い
ま
し
た
。

◎
松
之
山
場
所
（
六
部
屋
）

東
横
綱
　
津
古
丘
山
良
雄

　
　
　
て
さ
み
び
コ
さ
れ

西
〃
　
適
当
山
武
雄

◎
松
里
場
所
（
八
部
屋
）

　
　
　
　
の
　
の
　
や
し

束
横
綱
　
野
の
山
健

　
　
　
一
ヴ
．
か
鴇
Y

西
〃
　
長
峰
山
民
雄

◎
布
川
場
所

束
横
綱
　
．
順
当
山
順
作

西
〃
　
人
和
錦
昭
八
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詣
縫
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掻
些

蕊
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榊
盗
2

一
嬢
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餐
寂
績
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る
沸
一
兼

蟹
覆
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公
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麟
桝
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o
宮
鳥
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づ
．
ム

　
　
　
　
一

穴
婿
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優
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越
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莞
．
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；
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昌
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ニ
る
ぽ
み
さ

ゆ
る
の
ゆ
ゆ
ぎ

婦
簿
賄
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呑
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これより三役そろいぶみ～。

東横綱津古毛山良雄の土俵入り
　　　　　　　　（上蝦池の小野塚良雄さん）

西横綱適当山武雄関（水梨中島武雄さん）
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霊
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轟
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昨
年
第
三
リ
フ
ト
が
出
来
て
初
心
者
も

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

少
雪
で
大
変
と
思
い
ま
す
。
入
込
客
な
ど

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
川
元
ス
キ
ー
ヤ
ー
）

ー
ズ
ン
の
成
果
が
左
右
さ
れ
ま
す

が
、
関
係
者
一
同
、
平
年
並
み
の
．
噌
，

が
降
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
ち
て

い
る
毎
日
で
す
。

　
　
振
興
課
　
商
丁
．
観
光
係

　
　
　
　
、
賢
、
』

　
　
　
　
　
一

目
炎

★
丁
　
言
0

の
窓

⑪まつのやま

　このコーナーでは皆さんかじ）の質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

目
　
　
火
火

去
丁
　
　
雪
口

　
私
は
、
郵
便
局
で
年
金
を
受
け

と
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
支
払

通
知
書
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

ど
う
す
れ
ば
、
年
金
．
が
受
け
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
銀
行
の
よ
う
に
、
郵
使

局
も
目
座
に
振
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答

　
年
金
を
受
け
と
る
方
法
と
し
て

は
、
銀
行
や
郵
便
局
の
口
座
に
振

込
ん
で
も
ら
う
方
法
や
、
郵
便
局

の
窓
口
で
、
支
払
通
知
書
と
引
き

換
え
に
、
現
金
で
受
け
と
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
よ
う
に
、
郵
便
局
の

窓
日
で
現
金
で
受
け
と
る
場
合
は
、

支
払
通
知
書
を
な
く
し
て
し
ま
う

と
、
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
よ
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
支
払
通
知
書
を
な
く

餐
扉

　
τ
㌧

お
答
え
し
ま
す
腫
今
シ
ー
ズ
ン
は

十
一
、
月
に
な
っ
て
も
雲
が
少
な
く
、

ス
キ
i
場
の
運
営
が
心
配
さ
れ
た

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
年
末
年
始

の
期
間
は
雪
に
恵
ま
れ
た
う
え
に
、

道
路
状
況
も
良
く
、
又
第
三
ペ
ア

リ
フ
ト
新
設
の
人
気
も
あ
っ
て
過

去
最
高
の
．
賑
わ
い
に
な
り
、
前
年

比
六
〇
％
増
の
人
込
客
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
月
中
句
に
な
る
と
暖
冬
で
露

が
消
え
て
き
て
、
ス
キ
ー
場
従
業

員
は
連
U
人
力
に
よ
っ
て
懸
命
の

雪
入
れ
作
業
を
続
け
、
又
ダ
ン
プ

の
雪
運
び
の
応
援
を
得
て
ど
う
に

か
ゲ
レ
ン
デ
を
確
保
し
、
お
客
さ

ん
に
対
応
し
ま
し
た
。

　
一
」
一
．
卜
．
L
ー
ε
E
、
　
一
．
L
、

　
『
1

　
ノ
ー
耳
イ
　

』
1

九
〇
〇
人
の
人
込
客
、
前
年
比
八

四
％
増
。
リ
フ
ト
売
卜
．
む
前
年
比

八
O
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
降
雪
状
況
で
今
シ

　
　
　
　
　
　
ゆ

、
釜
〃
、

　
　
　
　
し

　
　
仁
ナ

爽
海
藁

　
　
　
沸
、
、

．
。
，
孟

し
た
場
合
は
、
　
．
支
払
通
知
書
亡

失
（
未
着
）
届
」
と
い
う
届
書
を

提
出
し
て
、
支
払
通
知
書
を
再
発

行
し
て
も
ら
い
、
年
金
を
受
け
と

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
書
は
、
役
場
年
金
係
の

所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
か

ら
年
金
が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る

証
明
を
受
け
、
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
払
逓
知
書
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
支
払
通
知
書
を
汚
し
た
り
、

や
ぶ
い
た
り
し
た
場
合
も
、
同
じ

f
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
に
お
金
が
振
込
ま

れ
る
「
振
替
預
人
」
を
利
川
す
る

場
合
、
郵
便
局
に
あ
る
「
振
替
預

人
請
求
潜
」
に
、
年
金
証
書
と
貯

金
通
帳
を
そ
え
て
、
郵
便
局
で
手

続
き
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。



l
O
O
寸
ー

まつのやま⑫

戊
辰
戦
争
と
松
之
山

　
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月

三
日
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
か
ら

始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争
は
、
松
之
山

の
人
々
に
も
、
大
き
な
負
担
を
強

　
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
田
に
集
ま
っ
た
薩
．
長
ら
の

官
軍
の
一
隊
が
松
代
町
を
通
っ
て

小
千
谷
、
長
岡
方
面
を
攻
撃
す
る

　
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
松
代
町
の
蒲
生
宿
、
松
代
宿
、

犬
伏
宿
の
三
宿
で
、
閏
四
月
二
一

　
日
か
ら
五
月
二
五
日
ま
で
の
間
に

延
べ
二
六
、
五
五
一
人
も
の
人
足

・
と
三
三
八
頭
の
馬
が
徴
発
さ
れ
ま

　
し
た
。
勿
論
、
松
之
山
の
村
々
か

　
ら
も
多
数
の
人
足
や
馬
が
助
郷
と

　
し
て
か
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
人
足
や
馬
は
、
主
に

　
魚
沼
方
面
へ
の
官
軍
の
荷
駄
の
輸

　
送
に
使
役
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

　
の
人
足
賃
ま
で
村
々
で
負
担
さ
せ

　
ら
れ
た
の
で
す
。
受
け
取
っ
た
人

　
足
賃
と
醸
出
さ
せ
ら
れ
た
人
足
賃

　
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

　
　
両
浦
田
組
（
北
浦
田
な
ど
一
一

か
村
）
、
受
け
取
り
額
・
約
五
三

三
両
、
醸
出
額
、
約
八
一
七
両
、

浦
田
口
組
（
浦
旧
口
な
ど
二
一
か

村
）
、
受
け
取
り
額
・
約
一
、
一
五

五
両
、
醸
出
額
・
約
八
四
〇
両
、

坪
野
組
（
坪
野
な
ど
五
か
村
）

受
け
取
り
額
・
約
二
四
七
両
、
醸

出
額
・
約
一
四
六
両

　
官
軍
の
通
行
は
、
五
月
二
五
日

で
、
ほ
ぽ
終
り
ま
し
た
が
、
続
い

て
、
長
岡
方
面
の
戦
い
に
従
軍
す

る
軍
夫
徴
発
の
命
令
が
き
ま
し
た
。

松
之
山
の
村
々
か
ら
は
、
七
月
六

日
に
一
五
人
、
七
月
一
二
H
一
五

人
の
合
計
三
〇
人
が
繰
り
出
し
ま

し
た
。

　
光
間
村
の
伝
蔵
は
、
松
之
山
と

松
代
か
ら
七
月
六
口
に
出
発
し
た

二
五
人
の
軍
夫
の
小
頭
に
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。
伝
蔵
は
従
軍
中
の
メ

モ
を
「
夫
人
足
帳
」
と
し
て
残
し

ま
し
た
。
　
（
光
問
・
津
幡
家
蔵
）

そ
れ
に
よ
る
と
、
伝
蔵
た
ち
は
、

柏
崎
を
経
て
一
一
口
に
与
板
に
到

着
し
、
戦
場
に
出
ま
し
た
。
八
月

二
四
日
に
は
、
軍
夫
が
四
〇
人
余

り
も
捕
虜
に
な
り
、
八
月
二
六
H

に
は
、
あ
わ
や
打
首
に
な
る
と
こ

ろ
を
官
軍
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

伝
蔵
は
、
会
津
攻
め
に
も
従
軍
し

一
〇
月
一
九
口
に
一
〇
二
日
ぶ
り

に
無
事
帰
村
し
ま
し
た
。

　
東
京
農
大
所
蔵
の
村
山
家
文
害

に
よ
る
と
、
軍
夫
に
は
一
口
当
り

永
二
五
〇
文
の
軍
夫
給
が
、
助
郷

の
人
足
賃
と
同
じ
よ
う
に
村
々
の

負
担
で
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
村
々
か
ら
従
軍
し
た

軍
夫
は
、
病
気
な
ど
で
途
中
六
人

が
交
替
し
ま
し
た
が
、
戦
場
か
ら

「
逃
げ
去
っ
た
」
一
名
を
除
き
、

全
員
が
無
事
に
帰
村
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
文
責
・
太
田
一
成
）
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”
醐
陥
え
穿
ゑ
劣
淘
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㊥
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モ
皇
ル
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責
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碧
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ギ
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瀞
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東京農大所蔵の村山家文書

戊辰戦争に従軍した者への

o
戊
辰
戦
争
の
従
軍
者
名
と

　
　
　
　
　
　
　
従
軍
日
数

　
数
字
は
従
軍
日
数
、
○
印
は
前
記

の
軍
夫
の
代
り
に
従
軍
し
た
者
。
東

京
農
大
所
蔵
村
村
山
家
文
書
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
の

西
浦
田
村
　
源
助
8
0
　
八
十
平
3
3

　
　
　
多
源
治
91

東
浦
田
村
　
佐
平
治
9
7
　
辰
右
衛
門

　
　
　
8
0
　
伴
右
衛
門
33
　
音
吉

　
　
　
74

　
　
　
弥
左
衛
門
3
5
、
三
吉
9
1

中
立
山
新
田
　
仙
右
衛
門
4
1
　
八
左

　
　
　
衛
門
3
5

北
浦
田
村
　
助
左
衛
門
麗
　
儀
左
衛

　
　
　
門
枠
4
3
　
儀
左
衛
門
6
3

黒
倉
村
　
冨
右
衛
門
9
1

東
川
村
　
与
惣
右
衛
門
9
3

藤
倉
村
　
懇
吉
麗
　
久
作
9
6

天
水
島
村
　
政
吉
9
7

浦
田
口
村
　
重
蔵
91
　
平
左
衛
門
1
4

光
間
村
伝
蔵
睨

天
水
越
村
　
久
右
衛
門
9
7
　
平
次
郎

　
　
　
　
91

湯
山
村
　
多
左
衛
門
㎜

　
　
　
　
　
　
　
の

湯
本
村
　
吉
五
郎
2
5
　
嘉
六
7
0

下
蝦
池
村
　
忠
蔵
91

大
荒
戸
村
　
伴
助
9
7
　
徳
右
衛
門
9
3

水
梨
村
　
由
兵
衛
88
　
初
太
郎
9
7

赤中松
倉尾口
村村村

金弥米
蔵八石
9391衛
公　 門
日　　100
計
　　　　　よ
　　　ロ十　　丘
ハ　　衛
人　 96

訪問販売法が

〉クーリングオフ（解約可能期間）が7日間から8日間に

　のびました。

〉3，000円以上なら全額支払っても解約できます。

［＞物品だけでなく、形のないサービスにもクーリングオ

　フが適用されます。

［＞一方的に商品を送付し、代金を請求する販売方法につ

　いては、物品の保管期間が14日間、引き取りを求めた

　場合は7日間になりました。　（品物は期間が過ぎるま

　で開封してはいけません）

改正されました
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1　等（海外旅行券）

　　　A・B組共通下6ケタ
811915・050488の2本

2　等（キャプテン端末機）

　　　A・B組共通下6ケタ
031145・071824・890633・135263・401549の5本

3等（ふるさと小包）

　　A・B組共通下5ケタ
59269・50989・77753・39407・74777・75330の6本

4等（手紙セット）
　　A・B組共通下3ケタ
　099・093の2本

5　等（お年玉切手シート）

　　A・B組共通下2ケタ
　87・99・49の3本
※まだ番号を確認していない方、ひょっとすると海外旅そ＝

　券が当たっているかも知れませんよ！

　　戸籍の窓
めでた（出生）
ちゃん　樋口　博さんの長男（湯山）

ちゃん　村山敦尚さんの長男（古戸）

《摯み（翻亡》
マスさん　　　84歳　　（湯　本）新宅

田ミサヲさん　78歳　　（新　田）つんね

幹次郎さん　　86歳　　（光　間）中島

　正さん　　　52歳　　（松之山）重屋

シノさん　　　83歳　　（湯　本）千浦屋

雄作さん　　　39歳　　（湯　山）加城

月1日から31日までの届出分です。

お
糀
嶽
お
椥
麻
椥
椥
椥
献
判

⑬まつのやま

君雍
。
不

痴
村

あ
、
曲

奪

こ
ん
な
天
窺

“
な
の
に

登
山
準

　
　
・
可
る

　
　
　
　
　
ノ
．

臓
3
ノ
。

　
も

獲
絵

’ビ売・を
τ！、ぐき雪

この掘‘こ

船し）な
　マて拠．
＼＼ミ＿墜／

無、羅
繍一漁9累

・
ノ

雁プ
／、フー二猛

て
　
Q

Oや
覧

イ
ノ
3

蛾，

く
＼＼

・
大
丈
夫

ペ
ド
　
ヤ

　
ろ
な
み　マノ、　9く
鍵
V
貯

崖
謙
、
9

一
、
翻

黒
1
の
ツ
ケ
が
第
］
着
。
黒
3
に
白
4
と

サ
ガ
ッ
て
も
黒
5
か
ら
9
ま
で
で
シ
チ

ョ
ウ
で
す
。

も
ッ
グ
（
6
の
右
V
　
1
図

●●○
⑨○●○

葛鋸38。c
o●●ρ

　一＋●●〇　　　　十
　⑨○●○

叢騨一
正　解　者
　木下　利夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小谷）

　村山　伸さん（湯本）

　久保田光栄さん（天水島）
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まつのやま⑫

戊
辰
戦
争
と
松
之
山

　
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月

三
日
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
か
ら

始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争
は
、
松
之
山

の
人
々
に
も
、
大
き
な
負
担
を
強

　
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
田
に
集
ま
っ
た
薩
．
長
ら
の

官
軍
の
一
隊
が
松
代
町
を
通
っ
て

小
千
谷
、
長
岡
方
面
を
攻
撃
す
る

　
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
松
代
町
の
蒲
生
宿
、
松
代
宿
、

犬
伏
宿
の
三
宿
で
、
閏
四
月
二
一

　
日
か
ら
五
月
二
五
日
ま
で
の
間
に

延
べ
二
六
、
五
五
一
人
も
の
人
足

・
と
三
三
八
頭
の
馬
が
徴
発
さ
れ
ま

　
し
た
。
勿
論
、
松
之
山
の
村
々
か

　
ら
も
多
数
の
人
足
や
馬
が
助
郷
と

　
し
て
か
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
人
足
や
馬
は
、
主
に

　
魚
沼
方
面
へ
の
官
軍
の
荷
駄
の
輸

　
送
に
使
役
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

　
の
人
足
賃
ま
で
村
々
で
負
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せ

　
ら
れ
た
の
で
す
。
受
け
取
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た
人

　
足
賃
と
醸
出
さ
せ
ら
れ
た
人
足
賃
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次
の
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う
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た
。
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岡
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。

　
光
間
村
の
伝
蔵
は
、
松
之
山
と

松
代
か
ら
七
月
六
口
に
出
発
し
た

二
五
人
の
軍
夫
の
小
頭
に
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。
伝
蔵
は
従
軍
中
の
メ

モ
を
「
夫
人
足
帳
」
と
し
て
残
し

ま
し
た
。
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。
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。
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〇
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。
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訪問販売法が

〉クーリングオフ（解約可能期間）が7日間から8日間に

　のびました。

〉3，000円以上なら全額支払っても解約できます。

［＞物品だけでなく、形のないサービスにもクーリングオ

　フが適用されます。

［＞一方的に商品を送付し、代金を請求する販売方法につ

　いては、物品の保管期間が14日間、引き取りを求めた

　場合は7日間になりました。　（品物は期間が過ぎるま

　で開封してはいけません）

改正されました
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1　等（海外旅行券）

　　　A・B組共通下6ケタ
811915・050488の2本

2　等（キャプテン端末機）

　　　A・B組共通下6ケタ
031145・071824・890633・135263・401549の5本

3等（ふるさと小包）

　　A・B組共通下5ケタ
59269・50989・77753・39407・74777・75330の6本

4等（手紙セット）
　　A・B組共通下3ケタ
　099・093の2本

5　等（お年玉切手シート）

　　A・B組共通下2ケタ
　87・99・49の3本
※まだ番号を確認していない方、ひょっとすると海外旅そ＝

　券が当たっているかも知れませんよ！

　　戸籍の窓
めでた（出生）
ちゃん　樋口　博さんの長男（湯山）

ちゃん　村山敦尚さんの長男（古戸）

《摯み（翻亡》
マスさん　　　84歳　　（湯　本）新宅

田ミサヲさん　78歳　　（新　田）つんね

幹次郎さん　　86歳　　（光　間）中島

　正さん　　　52歳　　（松之山）重屋

シノさん　　　83歳　　（湯　本）千浦屋

雄作さん　　　39歳　　（湯　山）加城

月1日から31日までの届出分です。
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　木下　利夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小谷）

　村山　伸さん（湯本）

　久保田光栄さん（天水島）
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2月27日県立安塚高校松之山分校で卒業式

3月1日現在　□総人口　4，007人（一2）　口男　1，961人（一1）

（　）内は2月1日との比較

　　　19893月号（㎞157）

□女2，046人（一1）　□世帯数1，197戸（一3）
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尖　　発
湯

み

蜜
かいじゅうの上にボクがのっている

ふくはらみちおくん

㈲ゆ詠
幾

　
六
卜
．
、
一
年
あ
ま
り
続
い
た
昭
和

が
終
り
、
．
平
成
の
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
明
治
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
人
生
の
中
で
四
つ
の
元
号
に

接
す
る
事
が
出
来
た
訳
で
す
。

　
．
兀
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
す
ぐ
何

か
が
変
わ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い

の
で
す
が
、
日
本
の
歴
史
を
見
つ

め
な
お
す
に
は
良
い
機
会
だ
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
一
月
中
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
索
，
が
降
ら
ず
、
あ
り
が
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
』
月
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
．
一
卜
七
日
に
は
松
之
山

高
校
で
県
内
最
初
の
卒
業
式
。
も

う
そ
ん
な
時
期
な
ん
で
す
ね
え
。

　　　ゆ
うみであそんでいるところ

たかさわみささん

2月号　出題

一 ●
●　OO
一

黒先生き（1手だけ）

隅の特殊性。

詰碁の解答を募集しています。

今回の応募期限は2月25日までとし

ます。

正解者には粗品を進呈。

（ハガキなどで役場議会事務局まで）

1
卜
O
寸
1


